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構成の概要  
詩篇119篇は、本来22段落で構成されていますが、この分析では13段落目と14段落目をそれぞれ
2つに分け、計24段落の構成として考察します。 この24段落は、アダム、ノア、モーセ、ダビデ
という4つのグループに分類できると分析されています。

グループ構成と時間の順序  
全体は大きく前半（12段落目まで）と後半に分かれており、前半がアダムとノア、後半がモーセ
とダビデに対応すると見られています。

各グループの開始順は、ノア、アダム、ダビデ、モーセとなっており、歴史的な時間の順序とは
異なります。しかし、それぞれのグループの最後を見ると、アダム、ノア、モーセ、ダビデとい
う時系列に並んでいるのが特徴です。

律法を表す言葉と分析の焦点  
詩篇119篇には、「律法」「掟」「戒め」「定め」「裁き」など、神の教えを表す言葉が8種類あ
り、全体にわたって散りばめられています。これらの言葉の出現パターンを分析しても、特定の
偏りは見られず、構造を区別することは困難です。そのため、これら8つの言葉以外のキーワー
ドに注目することで、詩篇の構造と教えをより深く分析することが可能になります。

篇全体のテーマ：「守る」と「幸い」  
律法以外の言葉で最も頻繁に登場するのは「守る」という言葉で、2種類のヘブライ語を合わせ
ると31回も使われています。このことから、「主の命令を守る」ことが詩篇119篇の大きなテー
マであると言えます。

興味深いことに、詩篇119篇に続く詩篇121篇からの「都上りの歌」は、「守られる」ことがテー
マとなっています。これは、「主の命令を守る者」は「神によって祝福され、守られる」という
美しい構造を示しています。

申命記との関連と目的  
詩篇119篇全体の枠組みは、旧約聖書の申命記10章に基づいています。申命記10章では、「イス
ラエルよ。今、あなたの神、主があなたに求めておられることは何か」と問いかけ、その答えと
して主の命令を守ること、そしてその目的が「あなたが幸いを得るため」であると述べられてい
ます。

この「幸いを得る」ことは、「生きる」という言葉で言い換えることができます。「生きる／生
かす」という言葉は、詩篇119篇全体で16回登場し、重要なテーマとなっています。
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グループ 共通するテーマやキー
ワード 焦点

モーセと
ノア

とこしえ、忘れない、
覚える

神が守護的な役割を果たす（滅びからの救い出
し）

アダムと
ダビデ

高ぶり、偽り、知恵、
悟り、恥

民が主体となって行動する（偽りから離れ、主を
愛し、賛美する）

前半と後半のキーワードによる対比  
主の命令を守って生きるための具体的な教えは、「ただ、あなたの神、主を恐れ、そのすべての
道に歩み、主を愛し、心を尽くし、精神を尽くしてあなたの神、主に仕えなさい」というもので
す。

この教えに基づき、詩篇119篇の前半と後半は、以下のキーワードによって対比されます。

1. 前半（アダムとノア） : 「恐れ」（畏敬の念）という言葉が多く、「主を恐れ、主の道に
歩む」ことが焦点となります。

2. 後半（モーセとダビデ）: 「愛」という言葉が多く、「主を愛し、主に仕える」ことが焦
点となります。

3. 後半には、「愛」と並んで「義」（正しさ）という言葉も多く登場します。

愛と義の行動（アブラハムの例）  
後半に多く見られる「正しさ」に関連する「正義と公正」は、アブラハムが神に選ばれた理由と
深く結びついています。神がアブラハムを選んだのは、彼が子孫に命じて「主の道を守り、正義
と公正を行う」ようにするためでした。これは、「主に仕える」ことの具体的な行動を示してい
ると考えられます。

グループの組み合わせと十戒の役割  

アダム・ダビデ組 vs. モーセ・ノア組  

「アダムとノア／モーセとダビデ」という分け方とは別に、「アダムとダビデ」「モーセとノ
ア」という組み合わせでも考察されています。

十戒による区別  

このグループ分けは、モーセの十戒が与えられた背景と関連づけて考察できます。

1. 第1グループ（モーセとノア）：神の愛
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このグループは、十戒の冒頭「わたしは、あなたをエジプトの地、奴隷の家から導き出し
た、あなたの神、主である」という言葉に関連します。これは、主が民を深く愛したから
こそ救い出したという、神の愛が行動の根源にあることを示しています。申命記にも、主
が先祖たちを愛し、選ばれたからこそ、力強い手をもって救い出したと記されています。
これは、ノアの契約のように、神がご自身の約束を「忘れず」「覚えて」おられることを
示しています。

2. 第2グループ（アダムとダビデ）：民の愛の応答

このグループは、神の愛に対して、民が神を愛し、その命令を守ることを求める戒めと関
連します。「偽りの神々に仕えるな」「偶像を造るな」といった命令は、主を「憎む」こ
との否定であり、「わたしを愛し、わたしの命令を守る者には、恵みを千代にまで施す」
という約束につながります。

知恵と忠実さ  

忠実さとしての知恵  

第2グループ（アダムとダビデ）の段落に多い「知恵／悟り」という言葉は、約10回登場しま
す。ここでの「知恵」や「悟り」とは、「神が与えた言葉（約束）に忠実であること」を意味し
ます。神の言葉を偽りとしたアダムとは対照的に、神の命令、戒め、掟に忠実に従うことこそ
が、真の知恵なのです。

第1グループの教え : 神がご自身の言葉に忠実であること（神の恵みは永遠である）。

第2グループの教え : 民が神の言葉に忠実であること（それが知恵を得ることにつなが
る）。

神がご自身の約束に忠実であるからこそ、民もまた忠実でなければならない、という関係性がこ
こにあります。

シバの女王の賛美と申命記の成就  
シバの女王がソロモン王（ダビデの子孫）の知恵を賛美した言葉は、このテーマを象徴していま
す。「あなたの神、主は、イスラエルを永遠に愛して、これを確立されたがゆえに、あなたを王
として立て、公正と正義を行わせるのです」。これは、神の愛への応答として、王が正義を行う
ことで民が祝福されるという構造を示しています。

この女王の言葉は、申命記4章の預言が成就した姿と見ることができます。申命記には、民が律
法を守り行うなら、諸国民は「この偉大な国民は、確かに知恵と悟りのある民だ」と評価するだ
ろうと記されていました。

「幸い」の二重構造  

af://n56
af://n57
af://n65
af://n68


シバの女王はソロモンを「なんという幸いなことでしょう」と二度繰り返して賛美します。これ
は、詩篇119篇の冒頭「幸いなことよ、全き道を行く人々…」「幸いなことよ、主のさとしを守
り…」と、「幸い」が二重で始まっていることと響き合っています。

結論：愛の応答  
このように、詩篇119篇全体は、神が私たちを愛してくださることに対し、私たちが神を愛する
という「愛の応答」という壮大なテーマによって構成されていることがわかります。

グループのさらなる考察  

アダムとノア : 「生めよ、増えよ」という同じ契約の命令を与えられた、人類の代表者と
いう共通点があります。

モーセとダビデ: 幕屋を建て、契約の箱を安置するなど、アブラハム契約の子孫として、
祭司の民の代表者としての役割を果たしたと考えられます。

これらのグループ分けをどのような枠組みで統合的に理解するかについては、まだ考察の余地が
残されています。
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